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本日の話題
－包括的な視点から社会保障をとらえる－

１．日本の社会保障制度の問題点

➢ 公債依存と社会保障費の不足

２．社会福祉制度の歴史と教訓

➢ 自由・自己責任・懲罰の時代

➢ 平等・相互扶助・福祉依存の時代

３．福祉レジーム論－世界の社会保障制度－

➢ 社会福祉の提供の主体の分類

４．持続可能な社会保障制度を求めて－論点－

➢ 我が国の問題点の原因を探る

➢ 新たな制度設計の理念

➢ 将来への提案

1社会保障制度の歴史と将来：本日の話題



１．日本の社会保障制度の問題点
－公債依存・社会保障費の不足－

保険料
不足分

公債の償還・利払い
２３．５兆円

社会保障関係費
３１．５兆円
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１．日本の社会保障制度の問題点

生活保護等
８．５兆円



厚生労働省（http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/dl/chiiki-gyousei_03_04.pdf）

労働力
人口が
負担

大部分は
高齢者に
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１．日本の社会保障制度の問題点

医療費や年金の削減，保険料の増額，

労働力人口の増加
財政健全化の方策

1990 2000 2010 2012年度

社
会
保
障
費

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/dl/chiiki-gyousei_03_04.pdf
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１．日本の社会保障制度の問題点
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１．日本の社会保障制度の問題点①



言葉の定義

社会保障制度：19世紀後半にはじめて法制化された、疾病保
険、労災保険、老齢保険、生活保護、障害者支援などの相
互扶助制度。

社会福祉：

①法制化された社会保障制度における、金銭給付に対する
福祉サービス（援助の提供）のこと。行政分野の概念。

②福祉が幸福を意味することから、社会保障制度を包括す
る相互扶助を意味する一般的な概念。地域の共助などを
含む。
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１．日本の社会保障制度の問題点
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２．社会福祉制度の歴史と教訓



２．社会福祉制度の歴史と教訓
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知恵の冒険の始まり

貧富の差の拡大
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２．社会福祉制度の歴史と教訓



公的福祉制度の簡単な歴史 pt.1

年 制度 概要 結果

1601 （英）エリザベス救貧法
有能貧民：懲罰，強制労働

無能貧民：給付
貧民の不満

1795 （英）スピーナムランド制度
最低生活の経費を算定，

収入との差額を支給

経営者：賃金引き下げ

労働者：労働意欲減退

1833 （英）工場法 児童労働の制限
以後の労働条件の改善
政策の促進

1834 （英）新救貧法 懲罰教化，劣等処遇，院内救済 不満，暴動

1870 （英）教育法 義務教育制度
児童の資質の向上
＝次世代の資質の向上

1883 （独）疾病保険法 世界で最初の社会保険
種々の社会保険が世界
各国に普及

1902
（英)
Ｃ．ブースの貧困調査

ロンドンの人口の30%が貧困
貧困の原因は個人の怠
惰ではなく社会問題
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２．社会福祉制度の歴史と教訓



公的福祉制度の簡単な歴史 pt.2

年 制度 概要 結果

1935 （米）社会保障法
公共事業，職業訓練，計画経済，
等によって自由競争を制限

1929年の大恐慌後のアメリ
カ社会を再建

1942 (英)ベバリッジ報告
福祉国家政策（社会保険，児童手
当，最低生活の保障，完全雇用）

第二次大戦後の英の「ゆり
かごから墓場まで」の理念

1970年代 (英)福祉国家政策 英国病（賃上げ闘争，国際競争力低下）

1973年
1979年

（石油ショック）
73 福祉元年
日本の高度経済成長終焉

福祉予算の削減

1980年代
新自由主義政策
（英：サッチャー政権）

自由競争，規制緩和，小さな政府
失業者増加，格差拡大，
サービスの質の低下

1990年代
就労支援，地域福祉
（英：ブレア政権）

自由市場主義と福祉国家主義の
両立の模索

給付から就労へ，
福祉依存から地域の共助へ
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２．社会福祉制度の歴史と教訓②



1600           1700           1800              1900  1950         2000

パスツール

帝国主義時代 冷戦時代

ルイⅩⅣ

第二次大戦フランス革命

ルソー

啓蒙時代
産業革命

76米 独立宣言

89仏 人権宣言

33英 工場法

48独 共産党宣言

70英 教育法

19 独ワイマール憲法

48 国連世界人権宣言

06国連
障害者権利条約

83独 疾病保険法

02 貧困調査

   35米 社会保障法

   42英 ベバリッジ報告

01英 エリザベス救貧法 95英 
スピーナムランド制度

34英 新救貧法

60-80 英国病

80’s サッチャー

２．社会福祉制度の歴史と教訓



社会福祉制度の歴史からの教訓

• 自由・自己責任・懲罰を原則とする場合
➢ 格差が拡大し社会不安が増大するので、治安維持政

策と不平等の是正策が必要

• 平等・相互扶助・救済を原則とする場合
➢ 社会保障への依存がおこるので、自立をはかるための

教育と政策が必要

教訓：格差を縮小すること、自立を促すこと
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２．社会福祉制度の歴史と教訓



本日の話題

１．日本の社会保障制度の問題点

➢ 公債依存と社会保障費の不足

２．社会福祉制度の歴史と教訓
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➢ 社会福祉の提供の主体の分類
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➢ 我が国の問題点の原因を探る
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➢ 提案
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３．福祉レジーム論



福祉レジームの類型

自由主義
レジーム

社会民主主義
レジーム

保守主義
レジーム

福祉の提供主体 市場 国家 家族

補助的役割 家族・職業組合・国家 家族・市場 職業組合・国家・市場

年金・医療保険
自己責任

（保険を買う）
国家保障

（少数の私的保険）
組合の保険・公的保険

（組合による格差）

子育ての負担・
老人介護

家族の負担・
自己責任

公的保育所・
公的サービス

大家族・
女性の負担大

経済の自由度 大（減税⇒消費） 小（将来への投資） 中

短所・
長所

自己責任・格差大

実力主義・小さな政府

高負担・大きな政府

平等・公正な公務員

格差大・公務員優遇

家族の連帯

典型例 アメリカ スウェーデン イタリア
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３．福祉レジーム論



本日の話題

１．日本の社会保障制度の問題点

➢ 公債依存と社会保障費の不足

２．社会福祉制度の歴史と教訓

➢ 自由・自己責任・懲罰の時代

➢ 平等・相互扶助・福祉依存の時代

３．福祉レジーム論－世界の社会保障制度－
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➢ 我が国の問題点の原因を探る
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➢ 提案
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４．持続可能な社会保障制度を求めて：論点



４－１）我が国の問題点の原因を探る

➢ 経済主導の社会保障政策の理想と現実

➢ 失業率・非正規雇用労働者の割合・所得分布

➢ 教育投資の国際比較

➢ 国民負担率の国際比較

４－２）新たな制度設計の理念

➢ 自由の倫理

➢ 平等性の考察

➢ 持続可能なコミュニティの理想像

４－３）提案－理念主導の社会保障政策－

➢ 所得保障

➢ 平均寿命１００歳時代のライフサイクル

➢ 出生率増加

➢ 国の信頼回復

４．持続可能な社会保障制度を求めて：論点
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４．持続可能な社会保障制度を求めて－論点－



経済発展 貯蓄 増

税収 増

所得 増

公共投資 増

社会福祉 増
失業者 減

公衆衛生
教育 eｔc.

若年失業者 増
非正規社員 増
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低賃金
出生率低下

グローバル化：人件費削減
途上国の発展：販路の縮小

内部留保

タンス預金

経済主導の社会保障政策の理想と現実

４．持続可能な社会保障制度を求めて：１）我が国の問題点の原因を探る



経済発展 貯蓄 増

税収 増

所得 増

公共投資 増

社会福祉 増
失業者 減

公衆衛生
教育 eｔc.
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グローバル化：人件費削減
途上国の発展：販路の縮小

内部留保

タンス預金

経済主導の社会保障政策の理想と現実

 政治は国民国家単位、経済はグローバル経済：

・グローバル企業は利潤を上げるために、各国の政策をつまみ食い！

・各国は国家財政の厳しくなる政策の実施を迫られる！

４．持続可能な社会保障制度を求めて：１）我が国の問題点の原因を探る

将来世代の育成
が優先課題若年失業者 増

非正規社員 増

低賃金
出生率低下
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労働政策研究・研修機構 http://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/timeseries/html/g0303.html

↑1970 ↑1980 ↑1990 ↑2000 ↑2010

４．持続可能な社会保障制度を求めて：１）我が国の問題点の原因を探る

完全失業率（年齢階級別）

２９歳以下の失業率が高い
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厚生労働省
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11650000-
Shokugyouanteikyokuhakenyukiroudoutaisakubu/0000120286.pdf

４．持続可能な社会保障制度を求めて：１）我が国の問題点の原因を探る

正規雇用と非正規雇用労働者の推移

37.5%



４．持続可能な社会保障制度を求めて：１）我が国の問題点の原因を探る



文科省「我が国の教育行財政について：
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/bu
nka/dai3/dai1/siryou4.pdf
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４．持続可能な社会保障制度を求めて：１）我が国の問題点の原因を探る



８０％以上は年金と医療。

若者の雇用、子育ては少額

日本の社会保障は、

低負担、中福祉

財務省：http://www.mof.go.jp/gallery/201412.htm

可処分所得が多いの
に、消費が拡大しない

４．持続可能な社会保障制度を求めて：１）我が国の問題点の原因を探る
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国民負担率（対ＧＤＰ比）



８０％以上は年金と医療。

若者の雇用、子育ては少額

日本の社会保障は、

低負担、中福祉

財務省：http://www.mof.go.jp/gallery/201412.htm

可処分所得が多いの
に、消費が拡大しない

４．持続可能な社会保障制度を求めて：１）我が国の問題点の原因を探る

優先事項は低賃金時代の共働き夫婦への支援：所得保障と教育

政
府
の
社
会
保
障
支
出
（対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
）

国民負担率（対ＧＤＰ比）



４－１）我が国の問題点の原因を探る

➢ 経済主導の社会保障政策の理想と現実

➢ 失業率・非正規雇用労働者の割合・所得分布

➢ 教育投資の国際比較

➢ 国民負担率の国際比較

４－２）新たな制度設計の理念

➢ 自由の倫理

➢ 平等性の考察

➢ 持続可能なコミュニティの理想像

４－３）提案－理念主導の社会保障政策－

➢ 所得保障

➢ 平均寿命１００歳時代のライフサイクル

➢ 出生率増加

➢ 国の信頼回復
26

４．持続可能な社会保障制度を求めて－論点－

４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念



自由の倫理

Ｊ．Ｓ．ミルの自由

経済における自由と倫理

政治における自由と倫理

個人の自由と社会構造
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４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念



Ｊ．Ｓ．ミルの自由

• 自由という名に値するのは、他人の幸福を
奪おうとせず、また、幸福を得ようとする他
人の努力を阻害せずに、みずからの幸福
をみずからが選んだ方法で追及する自由
だけである。

• 多数派は、国民のうちのある部分を抑圧す
るよう望む場合があり、この点に対しても、
権力の乱用の一種として十分な予防策を
講じる必要がある。

28
４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念：自由の倫理



絶対王政 産業革命 1850 現代

・ 重商主義
貿易黒字、特権商人

・ 職業別組合（ギルド）
特権、共存、品質確保

自由経済（Ａ．スミス）

・ 国富論
（1776 神の見えざる手）

・ 道徳感情論
（1759 共感の心）

王侯貴族

市民の自由権

資本家の自由

労働者の貧困

自由論（Ｊ．Ｓ．ミル、1859）

・ 他人の幸福を阻害
しない範囲での自由

・ 共産主義

平等⇔自由の制限
個人崇拝
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経済

（1689）

（1848）

・ 貧困調査
（1902 Ｃ．ブース）

再
分
配
は
収
奪

貧
困
は
社
会
問
題

新自由主義
Ｍ．フリードマン

４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念：自由の倫理

https://www.amazon.co.jp/Liberty-Dover-Thrift-Editions/dp/0486421309
https://twitter.com/friedmanbot


第二次大戦終戦 高度経済成長 グローバル化 現在

大家族 （因習の打破+夫婦の自由+経済的余裕）

核家族（⇒出生数の限界） ⇒ 独居老人

地域社会 （もらい湯+テレビのある家で相撲観戦+向こう三軒両隣

/近所付き合いからの自由+プライバシー） 地域の絆の崩壊

終身雇用 企業戦士 ⇔ ＬＯＨＡＳ，Ｓｌｏｗ Ｌｉｆｅ
（Lifestyles Of Health And Sustainability）

非正規社員 ⇒ 格差社会

グローバル 長期計画 ⇔ 国際競争力（人件費削減）

経済  （人材育成/設備投資） 短期利潤の追求
（投機的投資家向け経営）
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個人

自
由

安
心 

自
己
責
任

社
会
問
題

４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念：自由の倫理④



平等の考察

人類の遺伝的負荷

人生の偶然と努力の成果

不平等の是正策
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４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念：平等の考察
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人類の遺伝的負荷
－認識された妊娠中の割合－

正常

-１ＳＤ以下
生産児の15％

遺伝性疾患
生産児の5～10％

自然流産
15％

４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念：平等の考察

原子放射線の影響に関する国連科学委員会1977年を改変



人生の偶然と努力の成果と支援のあり方

出生時 子供期・労働期

成功者

中間層

健康

能力

家庭

偶然

・平均以上の人

・不遇を克服する素養
をもつ人

努力 偶然

指導者
協力者
時の運

・自分の人生は自分しか背負えない：自立

・不平等の是正の基準：成功した人と不遇な人の生きる努力が同等となる支援

・お互いの「人間の尊厳」の尊重

不遇な人

健康

能力

家庭

偶然

・先天性疾患

・境界領域

・教育に無関心な親

努力した
けれど成果なし

or

怠惰

偶然

事件

災害

不運
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４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念：平等の考察
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４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念：平等の考察

再
分
配 

：収
奪

不
平
等
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持続可能なコミュニティの理想像
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４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念：持続可能なコミュニティの理想像



国家・社会・家族

無償労働： 奴隷
女性
懲罰

労働

国家・社会・家族

労働 格差： 不公平感

多様な価値観：
排除の論理

国家・社会・家族

労働 一体感：公平感

多様な価値観：
包摂の論理

？

格差： 不公平感
多様な価値観：

排除の論理

格差： 不公平感
多様な価値観：

排除の論理

持続可能な
コミュニティの理想像

歴史

競
争
的

共
存
的

４．持続可能な社会保障制度を求めて：２）新たな制度設計の理念：持続可能なコミュニティの理想像



４－１）我が国の問題点の原因を探る

➢ 経済主導の社会保障政策の理想と現実

➢ 失業率・非正規雇用労働者の割合・所得分布

➢ 教育投資の国際比較

➢ 国民負担率の国際比較

４－２）新たな制度設計の理念

➢ 自由の倫理

➢ 平等性の考察

➢ 持続可能なコミュニティの理想像

４－３）提案－理念主導の社会保障政策－

➢ 所得保障

➢ 平均寿命１００歳時代のライフサイクル

➢ 出生率増加

➢ 国の信頼回復

４．持続可能な社会保障制度を求めて：３）提案
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４．持続可能な社会保障制度を求めて－論点－



• 所得保障

➢ 若者も高齢者も

➢ 低賃金時代の共働き核家族

➢ 福祉依存にならない低所得者対策

• 平均寿命100歳時代のライフサイクル

➢ 定年後の社会参加

➢ 死に方の選択

• 出生率増加

➢ 子育て支援

➢ 女性のライフスタイルの再考
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４．持続可能な社会保障制度を求めて：３）提案

４－３）提案－理念主導の社会保障政策－

• 国の信頼回復
➢ 議員の手当

➢ 消えた年金

➢ グリーンピア

➢ 公務員は公僕！

➢ 所得保障も出生率も教育
も社会問題

• これからの社会保障制度
➢ 就労支援

➢ 所得保障

➢ しくみの周知

➢ 増税



所得保障とライフサイクル

最低所得（ベイシックインカム/負の所得税/生活保護）

扶養家族期 納税期 定年 終末期

労働所得

公的年金・私的年金

非正規労働所得

楽隠居せずに
社会参加・
社会貢献

死に方の
選択

人生の偶然性
への保障

努力の果実

所得

幸運の果実
不運への補助

39

教育 国家責任

４．持続可能な社会保障制度を求めて：３）提案：所得保障とライフサイクル



ベーシックインカムの効果 －月６万円（年７２万円）－

• 労働意欲の高揚

➢ 生活保護との違い：労働によって収入の増加・資産調査は不要・

貧困ビジネスや不正受給につながりにくい

➢ 納税手続きは現行の確定申告と同じ

• 低所得の若者や高齢者への所得保障：

➢ 150万円/年 ⇒ 222万円/年、年金+７２万円

• 結婚のインセンティブ：

➢ 1人暮らし：+72万円/年 ⇒ 結婚：2人暮らし+144万円

• 行政の簡素化・天下りの抑制：

• 生活の安定による消費の拡大と経済循環：

➢ 所得保障による将来不安の軽減

４．持続可能な社会保障制度を求めて：３）提案：所得保障とライフサイクル



男

女

20歳 定年

学習 仕事・ （子育て参加） 年金生活

学習 仕事・（子育て） 年金生活

20歳 30歳～40歳 35歳～40歳 定年

学習 出産・子育て 職業訓練・仕事 年金生活

出生率増加
－女性と男性のライフサイクルの区別－

祖父母・地域・自治体の子育て支援

41
４．持続可能な社会保障制度を求めて：３）提案：出生率増加
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４．持続可能な社会保障制度を求めて：３）提案：出生率増加



43

内閣府男女共同参画局：男女共同参画白書平成28年版
http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h28/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-00-02.html

４．持続可能な社会保障制度を求めて：３）提案：出生率増加



http://www.ipp.hit-u.ac.jp/tajika/lecture/material/taxsystem06-110616.pdf

逆進性

分離課税による節税

年間所得と所得税負担率（平成１９年）

～１億円 ５０億円～
年間所得

～１００万円

負担率

２５％

所得税

消費税

相続税

贈与税



• 所得保障

➢ 若者も高齢者も

➢ 低賃金時代の共働き核家族

➢ 福祉依存にならない低所得者対策

• 平均寿命100歳時代のライフサイクル

➢ 定年後の社会参加

➢ 死に方の選択

• 出生率増加

➢ 子育て支援

➢ 女性のライフスタイルの再考
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４．持続可能な社会保障制度を求めて：３）提案

４－３）提案－理念主導の社会保障政策－

• 国の信頼回復

➢ 議員の手当

➢ 消えた年金

➢ グリーンピア

➢ 公務員は公僕！

➢ 所得保障も出生率も教育
も社会問題

• これからの社会保障制度

➢ 就労支援

➢ 所得保障

➢ しくみの周知

➢ 増税



これからの社会保障制度
－体制ごとの原則－

• 自由競争を原則とする場合

➢自立可能な職業訓練と雇用の拡大による収入の確保

➢構造的失業・非正規労働へのセイフティネットの強化

➢義務教育において社会保障のしくみを周知

• 最低生活を保障する場合

➢自立可能な職業訓練と就業の奨励

➢社会保障のしくみを周知して福祉依存を防止

• 持続可能な新たな社会福祉制度

➢所得保障・子育て支援・教育・公務員の信頼回復

• 共通の課題

➢ 増税：消費税、相続税、所得税、分離課税
46

４．持続可能な社会保障制度を求めて：３）提案：これからの社会保障制度⑤
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